
市　民　し　ん　ぶ　ん　伏見区版　　 第２１７号　　平成２６年１月１５日　（２）（３）　平成２６年１月１５日　　第２１７号　　 市　民　し　ん　ぶ　ん　伏見区版

1
月
31
日
は

市
・
府
民
税
第
4
期
分
の
納
期
限
で
す
。

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

※
た
だ
し
、
算
出
さ
れ
た
延
滞
金
額
が
千
円
未
満
の

場
合
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

市
税
の
納
付
に
は
、便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

伏
見
区
地
域
ご
み
減
量
推
進
会

議
で
は
、
ご
み
を
減
ら
し
、
環
境

を
大
切
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
目

的
に
、
環
境
イ
ベ
ン
ト
「
エ
〜
コ

と
伏
見
〝
２
０
１
４
〞」
を
開
催

し
、
当
日
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

出
店
募
集
を
行
い
ま
す
。

日
時
3
月
9
日
（
日
）
10
時
30
分
〜

14
時
30
分
（
雨
天
決
行
）

場
所
伏
見
区
総
合
庁
舎
1
階

応
募
資
格
伏
見
区
在
住
又
は
勤
務

の
方（
販
売
業
者
不
可
）

出
店
料
2
千
円

募
集
区
画
40
区
画（
2
ｍ
×
2
ｍ
）

　

Ｃ
Ａ
Ｔ
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究

所
の
「
ウ
ェ
ー
ル
ズ
式
炭
焼
」
や

「
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
」
な
ど
、
自
然

を
そ
の
ま
ま
生
か
し
て
快
適
生
活

す
る
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
の
自
然
風

生
活
に
つ
い
て
、
滞
在
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
交
え
て
の
講
演
で
す
。

（
※
Ｃ
Ａ
Ｔ
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
研

究
所:

ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
マ
ハ
ン
ス

レ
ス
と
い
う
町
の
郊
外
に
あ
る
、

地
球
環
境
と
調
和
し
た
生
活
を
提

唱
す
る
テ
ー
マ
パ
ー
ク
）

日
時
2
月
12
日
（
水
）
14
時
〜
16
時

（
講
演
後
、
質
疑
応
答
あ
り
）

　

日
本
の
食
卓
に
は
、
昔
か
ら
伝

わ
る
知
恵
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

リ
サ
イ
ク
ル・フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

出
店
者
募
集
！

「
毎
日
の
食
卓
に
！

 

お
う
ち
で
味
噌
づ
く
り
」

防
災
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間

　ふしざくでは、まちづくり活動中の、さまざまな悩みを解決
するヒントとなる「活動お役立ちプチ講座」を開催しています。
第1回目は「びっくり!!30分で仲間が集まる講座」と題して、と
もに活動する仲間を見つけるコツなどを講師の方から伺いまし
た。参加者は、熱心に耳を傾け、実践に向けて意欲を燃やして
いる方もおられました。
　次回のふしざくでは、第2回講座として、活動をたくさんの人
に知ってもらうためのヒントとなる「びっくり!!30分でホーム
ページ／ブログが開ける講座」を開催します。
　もちろん初めての方の参加も大歓迎！ざっくばらんに参加し
てみませんか？
日時1月25日(土)13時～
場所伏見区総合庁舎4階会議室
費用無料
申込み・問合せ地域力推進室企画担当（○伏☎611-1295）

　

11
月
下
旬
か
ら
12
月
上
旬
に
か

け
て
、
深
草
ト
レ
イ
ル
大
岩
山
展

望
所
コ
ー
ス
の
一
部
に
お
い
て
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
大
学
生
、
地
域
住
民
な

ど
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

竹
柵
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
竹

柵
に
は
現
地
の
竹
林
の
竹
を
使
用

し
、
明
る
く
歩
き
や
す
い
コ
ー
ス

に
整
備
し
ま
し
た
。

　

区
で
は
、
防
災
対
策
の
基
本
理

念
で
あ
る
自
助
、共
助
、公
助
の
役

割
分
担
に
基
づ
い
て
、
12
月
15
日

に
深
草
中
学
校
で
区
総
合
防
災
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
地
域
の
集
合
場
所
で

の
訓
練
や
中
学
校
で
の
避
難
所
運

営
訓
練
の
ほ
か
、龍
谷
大
学
、伏
見

区
社
会
福
祉
協
議
会
と
と
も
に
区

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

設
置
・
運
営
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
地
域
の
皆
様
と
の

共
汗
で
深
草
ト
レ
イ
ル
の
維
持
整

備
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ご

家
族
・
友
人
の
皆
様
も
お
誘
い
の

う
え
、
ぜ
ひ
深
草
ト
レ
イ
ル
を
散

策
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
地
域
力
推
進
室
ま
ち
づ
く
り

推
進
担
当（
◯深
☎
642
・
３
２
０
３
）

　

11
月
24
日
、
横
大
路
運
動
公
園

体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
伏
見
区
体

育
振
興
会
連
合
会
創
立
60
周
年
記

念
事
業
第
55
回
伏
見
区
民
卓
球
大

会
は
、
白
熱
し
た
対
戦
が
続
く
大

会
と
な
り
、
砂
川
体
振
チ
ー
ム
が

優
勝
の
栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

優　

勝　

砂
川

　

準
優
勝　

横
大
路

　

第
３
位　

久
我
の
杜
、
日
野

大
岩
山
の
竹
柵
を

 

整
備
し
ま
し
た
！

区
民
卓
球
大
会
を
開
催

出
品
物
日
用
品
、
衣
料
品
（
生
体
、

飲
食
物
は
禁
止
）

応
募
要
領
は
が
き
又
は
FAX
に
①
エ

〜
コ
と
伏
見
②
〒
住
所
③
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
④
年
齢
⑤
携
帯
か
自

宅
の
電
話
番
号
⑥
主
な
出
品
物
を

明
記
の
う
え
、
問
合
せ
先
へ
。

＊
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

当
選
者
へ
は
開
催
日
の
10
日
前
ま

で
に
封
書
（
受
付
票
）
に
て
通
知

し
ま
す
。

応
募
締
切
1
月
31
日（
金
）（
必
着
）

問
合
せ
納
所
地
域
ご
み
減
量
推
進

会
議
（
〒
612
・
８
２
７
５
納
所
町

71-

１
、
☎
631
・
２
３
８
２
、

FAX 

632
・
２
５
９
９
）

場
所
深
草
支
所
4
階
第
3
会
議
室

講
師
板
倉　

豊
氏
（
京
都
精
華
大

学
人
文
学
部
教
授　

専
門
分
野
：

環
境
教
育
）

定
員
40
名(

先
着
順)

費
用
無
料　

申
込
み
不
要

問
合
せ
大
岩
街
道
周
辺
地
域
環
境

整
備
担
当（
◯深
☎
642
・
３
１
７
５
）

す
。
保
存
食
の
お
味
噌
も
そ
の
ひ

と
つ
。
「
お
う
ち
で
味
噌
づ
く
り
」

は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

味
噌
づ
く
り
の
実
演
と
美
味
し

い
味
噌
を
使
っ
た
お
味
噌
汁
と
ご

飯
の
試
食
つ
き

日
時
1
月
26
日
（
日
）10
時
〜
13
時

場
所
京
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー

対
象
高
校
生
以
上
（
お
子
様
の
同

伴
可
）

定
員
大
人
15
名
（
子
ど
も
含
め
24

名
ま
で
）

費
用
大
人
：
千
650
円
（
持
ち
帰
り

用
味
噌
づ
く
り
の
材
料
＋
試
食
用

材
料
費
）
子
ど
も
：
150
円（
試
食
用

材
料
費
）

申
込
み
・
問
合
せ
1
月
7
日
（
火
）
か

ら
電
話
・
FAX 

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

来
館
に
て
同
セ
ン
タ
ー
へ（
☎
641
・

０
９
１
１
FAX 

641
・
０
９
１
２
）

　

門
川
市
長
が
学
区
会
長
に
対

し
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
地
域
力
を
発
揮
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
へ
の
感
謝
の
意
を

述
べ
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
体
と

な
っ
て
、
今
後
と
も
、
伏
見
に
い

つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
い
と
思
え

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た

い
と
の
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
そ
の
前
段
の
区
長
懇
談

会
で
は
、
各
学
区
会
長
か
ら
地
域

が
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
要
望
が

あ
り
、
市
担
当
部
局
等
か
ら
今
後

の
見
通
し
等
を
回
答
し
、
関
係
局

が
連
携
を
図
り
な
が
ら
取
り
組
む

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

場
所
久
我
・
食
農
ふ
れ
あ
い
の
杜

体
験
農
園

定
員
50
名（
先
着
順
）

費
用
大
人
（
中
学
生
以
上
）
300
円
／

小
学
生
100
円
／
小
学
生
未
満
は
無
料

申
込
み
・
問
合
せ
1
月
20
日(

月)

か

ら
東
部
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
へ
電

話
で
（
☎
641
・
４
３
４
０
）

日
時
2
月
16
日
（
日
）
13
時
30
分
〜

16
時
／
開
場
13
時

場
所
伏
見
区
総
合
庁
舎
1
階
ホ
ー

ル講
師
淀
川
資
料
館
職
員
と
昭
和
の

〝
川
ガ
キ
〞
た
ち

定
員
80
名（
先
着
順
）

費
用
無
料

申
込
み
・
問
合
せ
伏
見
青
少
年
活
動

セ
ン
タ
ー
へ
電
話
・
FAX
又
は
直
接

来
館
に
て
受
付（
☎
611
・
４
９
１
０

FAX 

604
・
４
９
１
０
）

場
所
種
智
院
大
学
講
義
室
306

（
近
鉄
向
島
駅
徒
歩
10
分
）

内
容
子
育
て
支
援
を
通
し
て
考
え

る
伏
見
の
地
域
作
り

講
師
近
棟 

健
二
氏
（
種
智
院
大
学

社
会
福
祉
学
科
講
師
）

定
員
200
名
（
先
着
順
）

費
用
無
料　

申
込
み
不
要

問
合
せ
同
大
学
（
☎
604
・
５
６
０

０
）
月
〜
金
曜
（
土
日
祝
除
く
）

9
時
〜
17
時

　

11
月
28
日
、
伏
見
区
市
政
協
力

委
員
連
絡
協
議
会
学
区
会
長
と
門

川
市
長
と
の
市
政
懇
談
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

久
我
・
久
我
の
杜
・
羽
束
師
地

域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
、
菜

種
か
ら
の
油
搾
り
体
験
等
を
行
い

ま
す
。
昼
食
は
、
地
域
で
採
れ
た

新
鮮
な
野
菜
が
入
っ
た
豚
汁
や
お

む
す
び
を
一
緒
に
作
り
、
農
と
触

れ
あ
う
一
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
2
月
9
日
（
日
）
9
時
30
分
〜

13
時
30
分

　

伏
見
区
で
は
昨
年
の
台
風
18
号

で
出
水
に
み
ま
わ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
わ
い
水
と
上
手
に

付
き
合
う
暮
ら
し
や
、
水
辺
を
取

り
込
ん
だ
楽
し
い
暮
ら
し
が
伝
承

さ
れ
て
も
き
ま
し
た
。

　

伏
見
ま
る
ご
と
博
物
館
は
、
こ

れ
ら
の
土
地
の
記
憶
を
参
加
者
で

共
有
し
、
次
の
世
代
の
人
た
ち
へ

伝
え
る
機
会
と
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
と
古
写
真
な
ど
の
展
示
を
行
い

ま
す
。

　伏見稲荷に暮らす中学生の青春を彩
る、恋と友情の物語「いなり、こんこ
ん、恋いろは。」のテレビ放送が決定。
　これを記念し、深草総合庁舎にパネ
ルや出演声優さんのサイン入りポス
ターを展示します。
　深草地域のマスコットキャラクター
吉兆くんもアニメにこっそり登場します。

　

2
月
に
実
施
さ
れ
る
講
座
で

す
。
多
数
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
2
月
8
日
（
土
）10
時
〜
12
時

　

伏
見
の
歴
史
を
も
っ
と
知
っ
て

ほ
し
い
と
い
う
想
い
か
ら
生
ま
れ

た
「
伏
見
〜
る
か
る
た
」。

　

市
内
の
小
・
中
学
生
が
、
団
体

戦
と
個
人
戦
に
分
か
れ
て
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

日
時
2
月
22
日
（
土
）
9
時
30
分
〜

12
時
30
分

場
所
伏
見
区
総
合
庁
舎
１
階　

ホ
ー
ル

市
政
協
力
委
員
連
絡
協
議
会

学
区
会
長
と
門
川
市
長
と
の

市
政
懇
談
会
を
開
催

平
成
25
年
度

 

「
伏
見
連
続
講
座
」開
講
中
！

伏
見
ま
る
ご
と
博
物
館「
消
え
た
水
辺
の
暮

ら
し  

桂
川
・
宇
治
川
流
域
を
た
ど
る
」

〜
こ
わ
い
川
、
楽
し
い
川
を
語
り
ま
す
〜

深
草
地
域
を
舞
台
に
し
た
ア
ニ
メ

「
い
な
り
、こ
ん
こ
ん
、恋
い
ろ
は
。」パ
ネ
ル
な
ど
展
示

N京都すばる
高等学校
京都すばる
高等学校

向島駅

近
鉄
京
都
線

種智院大学 向島駅

近
鉄
京
都
線

種智院大学

N

竹
田
街
道

大手筋通

油掛通

大手筋商店街大手筋商店街

至
中
書
島
駅
↓

西岸寺
竹
田
街
道

大手筋通

油掛通
至
中
書
島
駅
↓

西岸寺

「
搾
り
た
て
の
菜
種
油
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！
」

農
業
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

「
イ
ギ
リ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
の
自
然
風
生
活
と
考
え
方
」

〜
環
境
と
調
和
し
た
快
適
生
活
を
の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か
〜

　はがき又はFAX611-4716に作品三句以内と住所、氏名(ふり
がな、(あればペンネームも))、年齢をご記入のうえ、〒612-
8511 伏見区役所地域力推進室企画担当 ｢伏見川柳｣ 係まで。
※未発表の作品に限ります。紙面の感想もぜひお寄せください。

　締め切り1月31日（金）(消印有効)。

【特選句には記念品を差し上げます】

今
回
の
テ
ー
マ「
選
ぶ
」 
峯　

裕
見
子　

選

次回の題は
 「駅」です。
（4月15日号掲載
予定）

選
ば
れ
て
こ
ん
な
私
が
奮
い
立
つ　
　
　
　
　
　
　

林　

俊
美

何
着
よ
う
似
合
う
と
言
っ
て
く
れ
る
か
な　
　
　
　

青
山
久
子

赤
と
ん
ぼ
選
ん
で
く
れ
た
ぼ
く
の
指　
　
　
　
　
　

古
崎
徳
造

選
ば
れ
て
結
ば
れ
た
の
に
空
気
か
な　
　
　
　
　
　

中
山
公
子

さ
ん
ざ
ん
に
連
れ
回
さ
れ
て
元
の
店　
　
　
　
　
　

角
谷
温
彦

手
に
と
れ
ば
隣
の
り
ん
ご
お
い
し
そ
う　
　
　
　
　
乙
女
座
の
お
ば
ち
ゃ
ん

あ
り
が
と
う
君
で
よ
か
っ
た
こ
れ
か
ら
も　
　
　
　

鶴
千
代

無
難
よ
り
ち
ょ
っ
と
お
し
ゃ
れ
な
服
選
ぶ　
　
　
　

尾
崎
昌
子

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
き
の
う
洋
食
き
ょ
う
和
食　
　
　
　

山
田
百
合
子

母
さ
ん
に
選
ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と
う　
　
　
　
　

本
西
一
代

〈
特
選
〉

こ
の
星
に
選
ば
れ
生
ま
れ
今
を
生
き　
　
　
　
　
　

宮
本
美
知
子

（
評
）

　

特
選
・
宮
本
さ
ん
は
大
き
な
視
野
と
素
直
な
表
現
で
自
己
の
存
在
を
詠
ま
れ
ま

し
た
。
本
西
さ
ん
は
子
を
慈
し
む
気
持
ち
を
感
謝
の
言
葉
で
表
さ
れ
、
シ
ン
プ
ル

な
良
さ
が
あ
り
ま
す
。
古
崎
さ
ん
の
句
は
発
想
が
新
鮮
で
少
年
の
よ
う
な
初
々
し

さ
を
感
じ
ま
す
。ど
の
作
品
も
い
き
い
き
と
し
た
人
間
の
姿
を
表
現
さ
れ
ま
し
た
。

＊
掲
載
作
品
に
は
、
選
者
に
よ
り
一
部
表
記
等
の
訂
正
・
添
削
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

伏
見
油
懸
山
（
あ
ぶ
ら
か
け
ざ

ん
）
地
蔵
院
西
岸
寺
と
は
、
油
懸

地
蔵
と
呼
ば
れ
る
石
仏
の
地
蔵
尊

が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
起
因

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
昔
、
山
崎
（
乙
訓
郡
）
の

油
商
人
が
、
こ
の
地
蔵
尊
の
門
前

で
転
ん
で
し
ま
い
、
油
桶
を
落
と

し
て
し
ま
い
、
大
切
な
油
を
失
っ

て
落
胆
し
て
い
ま
し
た
が
、
残
っ

て
い
た
油
を
地
蔵
尊
に
か
け
て
供

養
し
、
行
商
に
出
た
と
こ
ろ
、

商
売
が
大
い
に
栄
え
、
大
金

持
ち
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と

か
ら
、
こ
の
地
蔵
尊
に
油
を

か
け
て
祈
願
す
れ
ば
商
売
繁

盛
、
祈
願
成
就
等
の
願
い
が

叶
う
と
さ
れ
、
人
々
か
ら
の

信
仰
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
地
蔵
堂
は
、
明
治
維
新

の
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
で
焼
失
し
た

た
め
、
昭
和
53
年（
1
9
7
8
年
）

に
再
建
さ
れ
ま
し
た
。

＊
「
ふ
し
み
昔
紀
行
」
は
、
伏
見

区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
ご
協
力

で
掲
載
し
て
い
ま
す
。
同
会
に
つ

い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
事
務

局（
☎
603
・
１
２
８
３
）
ま
で
。

78

伏
見
油
懸
地
蔵（
西せ

い

岸が
ん

寺じ

）

の
由
来

ど
ん
な
病
気
？

　

統
合
失
調
症
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

社
会
生
活
上
の
ス
ト
レ
ス
が
き
っ

か
け
と
な
っ
て
脳
の
働
き
の
一
部

が
障
害
さ
れ
る
治
療
可
能
な
脳
神

経
系
の
病
気
で
す
。
そ
の
結
果
、

対
人
関
係
が
う
ま
く
い
か
な
い
、

緊
張
の
た
め
疲
れ
や
す
い
、
混
乱

し
て
ま
と
ま
り
の
な
い
会
話
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

原
因
は
？

　

お
お
よ
そ
100
人
に
1
人
が
か
か

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の

場
合
、
思
春
期
か
ら
成
年
期
に
か

け
て
発
病
し
ま
す
。
脳
の
中
の

ド
ー
パ
ミ
ン
な
ど
の
神
経
伝
達
物

質
（
ホ
ル
モ
ン
の
よ
う
な
も
の
）

の
バ
ラ
ン
ス
の
崩
れ
が
原
因
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

症
状
は
？

　

指
図
さ
れ
る
よ
う
な
声（
幻
聴
）

が
聞
こ
え
て
き
て
、
不
安
に
な
っ

た
り
、
他
人
が
自
分
の
う
わ
さ
を

し
て
い
る
と
思
う
こ
と
（
妄
想
）

が
あ
っ
て
、
混
乱
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
や
る
気
が
出
な
い
、
物

事
に
集
中
で
き
な
い
、
人
と
の
関

わ
り
を
避
け
る
、
あ
ま
り
自
分
の

気
持
ち
を
出
さ
な
く
な
る
な
ど
の

症
状
が
あ
り
、
家
に
閉
じ
こ
も
り

が
ち
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

治
療
は
？

　

脳
神
経
の
過
剰
な
活
動
を
抑
え

る
薬
を
内
服
す
る
こ
と
で
、
あ
る

程
度
幻
覚
や
妄
想
は
軽
減
で
き
ま

す
。

　

ま
た
、
集
中
力
や
人
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
あ

る
程
度
回
復
す
る
こ
と
が
可
能

で
、
回
復
し
て
社
会
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
方
も
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま

す
。
患
者
さ
ん
自
身
や
ご
家
族
が

病
気
の
こ
と
を
正
し
く
理
解
し
、

慌
て
ず
ゆ
っ
く
り
と
病
気
に
付
き

合
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
統
合
失
調
症
の
人
の
生

活
を
支
え
る
た
め
に
、
多
く
の

方
々
に
こ
の
病
気
を
理
解
し
て
い

た
だ
く
こ
と
も
と
て
も
大
き
な
支

え
と
な
り
ま
す
。
伏
見
区
で
は

「
伏
見
区
こ
こ
ろ
の
健
康
推
進
実

行
委
員
会
」
の
中
で
精
神
に
障
害

の
あ
る
方
と
の
交
流
を
通
し
て
、

正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
て
も

ら
う
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
相
談
を

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
精
神
科

医
と
精
神
保
健
福
祉
相
談
員
が
相

談
に
応
じ
る
「
精
神
保
健
福
祉
相

談
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
と
き

は
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
同
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
同
セ
ン
タ
ー
（
◯伏
☎
611
・

１
１
６
３
◯深
☎
642
・
３
８
７
９

◯醍
☎
571
・
６
７
４
８
）

こ
こ
ろ
の
散
歩
道

 

〜
統
合
失
調
症
〜

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら

19
年

　

平
成
7
年
1
月
17
日
5
時
46
分

に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災

で
は
死
者
・
行
方
不
明
者
合
わ
せ

て
6
千
400
名
以
上
、
負
傷
者
4
万

3
千
名
以
上
、
被
災
家
屋
63
万
棟

以
上
の
大
き
な
被
害
に
見
舞
わ
れ

ま
し
た
。
京
都
市
域
に
お
い
て

も
、
震
度
５
が
計
測
さ
れ
、
30
名

の
負
傷
者
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

震
災
翌
年
か
ら
、
1
月
17
日
を

防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
と
定

め
、
1
月
15
日
か
ら
21
日
ま
で
が

防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
死
者
、

負
傷
者
の
多
く
（
約
3
／
4
）
は

建
物
や
家
具
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
る

「
圧
死
」
が
死
因
で
、
焼
死
者
は

約
1
割
で
し
た
。（
※
図
１
）

　

死
亡
原
因
と
し
て
最
も
多
い

「
圧
死
」
を
減
ら
す
に
は
、
家
屋

の
耐
震
性
強
化
と
家
具
転
倒
防
止

に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

•
寝
室
に
は
、
な
る
べ
く
家
具
を

置
か
な
い
！
（
寝
て
い
る
と
き
は

無
防
備
で
す
。）

•
出
入
口
付
近
に
家
具
を
置
か
な

い
！
（
出
入
口
が
ふ
さ
が
っ
て
し

ま
う
と
避
難
で
き
ま
せ
ん
。）

•
家
具
の
上
に
物
を
置
か
な
い
！

（
地
震
の
揺
れ
で
落
下
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。）

•
重
い
も
の
ほ
ど
た
ん
す
や
本
棚

の
下
に
入
れ
る
！
（
重
心
が
低
く

な
り
倒
れ
に
く
く
な
り
ま
す
。）

•
家
具
転
倒
防
止
器
具
（
つ
っ
ぱ

り
棒
や
Ｌ
字
型
金
具
な
ど
）
を
設

置
す
る
！

　

1
月
23
日（
木
）か
ら
29
日（
水
）

ま
で
「
文
化
財
防
火
運
動
」
を
実

施
し
ま
す
。

　

こ
の
取
組
は
、
昭
和
24
年
1
月

26
日
に
現
存
す
る
世
界
最
古
の
木

造
建
造
物
で
あ
る
法
隆
寺
金
堂
が

炎
上
し
、
壁
画
が
焼
損
し
た
こ
と

に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
区
内
に
お

い
て
も
、
消
防
訓
練
や
街
頭
広
報

を
実
施
し
ま
す
。

環境
講演会

城南宮での消防訓練

第6回 

訓練の様子

対象市内の小・中学生
申込み個人戦・団体戦
（3名１チーム）ともに
FAXかEメールで。
（FAX641-5950、Eメー
ル：karuta@fushimi.edu.
city.kyoto.jp）
主催稲荷繁栄会
問合せ伏見～るかるた
大会事務局（☎641-2581）

出
場
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

伏
見
〜
る
か
る
た
大
会

を
開
催
し
ま
す

©
２
０
１
４ 

よ
し
だ
も
ろ
へ
／
K
A
D
O
K
A
W
A 

角
川
書
店
刊
／

い
な
り
製
作
委
員
会

区
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

問
合
せ
地
域
力
推
進
室
ま
ち
づ
く
り
推
進
担
当（
深
☎
642
・
３
２
０
３
）


